
島の里山・里海再生を核とした

隠岐の島町定住対策課

環境産業（緑のコンビナート）への挑戦



環境産業 ( 緑のコンビナート ) への挑戦

これまでの関連の取り組み

森林蓄積分

木質バイオマス事業

林業用材

未利用資源

切捨間伐材
(単年度分）

15,338㎥/年

風倒木

伊万里出荷等

素材出荷

セルロース・リグニン分離利活用事業

木質ﾁｯﾌﾟ利活用事業(島内へのﾁｯﾌﾟ供給)

木質チップ利活用事業（パルプ材供給）

粉炭製造事業

素材生産

利用間伐材

5,000㎥/年

3,000㎥/年

1,500㎥/年

13,500㎥/年

林地内残材
1,292㎥/年

製材工場残材
1,464㎥/年

松くい虫被害木
8,000㎥/年

木質ﾁｯﾌﾟ利活用事業(島外へのﾁｯﾌﾟ供給)

（上記事業で発生する樹皮利用）
2,700㎥/年

7,000㎥/年

切捨間伐材
(過去3ヶ年度蓄積分）

46,015㎥/年

7,000㎥/年

木質バイオマス調達量 23,000㎥/年

森林蓄積分
4,906㎥/年

未利用資源
18,094㎥/年
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・機械化による森林伐採目標量 6ｔ/人
・作業道開設 100ｍ/ha ■ 隠岐の島町地域新エネルギービジョン策定（平成18年度）（隠岐の島町）

・隠岐の島町での新エネルギー導入の方針と、重点的に推進する新エネルギー導入プロジェクトの
策定。

■ 隠岐の島町木質バイオマス重点ビジョン（平成19年度）（隠岐の島町）
・里山再生、新たな企業誘致や雇用増の課題に対し、木質バイオマス事業（リグノフェノール、メ
タン、エタノール）の事業性を評価

■ バイオマスタウン構想策定（平成19年度）（隠岐の島町）
・バイオマス利活用について、里山、里海資源（森林、海藻）のエネルギー、製品利用の基本的な
構想を策定。

■ 地方の元気再生事業（平成20～21年度）（緑のコンビナート実行委員会）
・里山の未利用材の木質バイオマス利用による林業振興を目指した木質チップ生産と島外供給の実
証実験と、生産体制の確立。

■ 「緑の分権改革」推進事業（平成22年度）（隠岐の島町）
・木質資源の木質バイオマスエネルギー源としての活用と、そのための町内需要の創出を目指した
木質チップ製造・発電事業実証調査。

■ 隠岐の島 里山活性化シンポジウム（平成19年12月）（主催：隠岐NPOセンター準備会）
・「木質バイオマスによる島の里山保全と地域産業の創出」をテーマに開催。

■ 隠岐の島「緑のコンビナート」講演会（平成20年6月）（主催：隠岐の島町）
・「緑のコンビナート」の構築に資する講演会を開催。

■ 隠岐の島 里山・里海活性化シンポジウム（平成21年1月）（主催：緑のコンビナート実行委
員会）
・「隠岐の里山・里海保全と連携及び地域資源の活用による産業振興」をテーマに開催。

推進スケジュール木質バイオマス（リグニン）プラント
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マツ主体の生産

スギ主体の生産（主伐・間伐）

【列状間伐システム】（必要な路網密度 50ｍ/ha以上）

【高密路網システム】（必要な路網密度 200ｍ/ha以上）

目標とする搬出作業システム

緑のコンビナート（隠岐の島循環型システム） 木質バイオマス調達量

概要 植物資源フロー

隠岐の島町は、島根県の北東部の日本海上に位置する隠岐諸島のなかにあ

ります。島の面積は２４２ ｋ㎡ で、面積の ８７ ％ を森林が占め、雄大な海洋風景

や急峻な山並み等が雄大な景観を醸し出しています。

海岸近辺まで植林された森林と特徴的で優れた漁場は隠岐の貴重な地域資源
であり、里山・里海は基幹産業の第一次産業の基盤となっています。しかし、里
山では林業の停滞による管理放棄や切捨間伐に伴う森林育成不足、里海では地
球温暖化や土砂流入による漁場環境の変化、水産資源の減少、磯焼けの進行
等の多くの問題に直面しています。

この全国的にもみられる問題に対し、隠岐では地元林業者・漁業者を中心に、
里山では間伐材や松くい虫被害木等の未利用材の活用、里海では漂着海藻や
未利用海藻の活用を推進することで、里山・里海での未利用資源を発掘・活用す
ることにより、川上の里山から川下の里海までを総合的に再生したうえで、相分
離系変換システムの導入による環境産業の振興を図るシステムと、そのための
木質バイオマス施設、木質チップ工場、海洋バイオマス工場、遊休施設を活用し
た研究所の施設群による「緑のコンビナート」を構築します。

このような里山・里海再生のなかで、循環型社会を構築し、林業・漁業の振興、
地域雇用の確保、観光振興等を進め、隠岐の島を元気にします。

隠岐の島町

松江

鳥取県

松江

鳥取県島根県

人口 16,４６１人（H20.5月現在）
外周 約151km（宍道湖の外周の約３
倍）
面積 242.97 km2 （琵琶湖の約36%）
森林面積 21,101ha
森林比率 86.8％（隠岐地域森林計画書）
（一人当たり森林面積は世界トップクラス）
林道延長 182,621m
林道密度 8.7m/ha（管内の概況書）
（全国平均 5.0 m/ha   県平均 3.3 ｍ

/ha）

交通アクセス
飛行機 60分（ 隠岐の島町 ⇔ 伊丹空

港）
30分（ 隠岐の島町 ⇔ 出雲空

港）
フェリー 約2時間20分（西郷港 ⇔ 七類

港）
約4時間（西郷港 ⇔ 境港）【島

前経由】
高速船 約１時間１0分（西郷港 ⇔ 七類
港）

約１時間 20分（西郷港 ⇔ 境
港）

お き ちょうし ま

隠岐の島町

・針葉樹 ・広葉樹・草本植物
丸太 生産量 製材 生産量

木材製品

松くい虫被害木 林地残材 製材所廃材 廃材

未利用資源

約７００ t / 年

約７,０００ t / 年

約１,５００ t / 年

約２,４００ t / 年

約１３６,４００ t
（1997年～2007年累計値）

約１７,７００ t / 年

佐賀県
伊万里市

出荷量
約２,７００ t / 年

里山の荒廃

▲里山の管理放棄 ▲切捨て間伐の実施

▲土砂災害の頻発 ▲松くい虫被害木の拡大

隠岐の島森林蓄積量

森林蓄積量
5,258,782 m3

広葉樹
19 %

針葉樹
81 %

スギ ( Cryptomeria Japonica ) ,　
2,214,357 m3 （42.1 %）

クヌギ( Quercus acutissima ) ,
5,012 m3 ( 0.1 %) 

ヒノキ( Chamaecyparis obtusa ),
56,261 m3 ( 1.1 ％)

その他 ( 針葉樹 ) ,  11,263 m3 ( 0.2 ％)

アカマツ ( Pinus densiflora) ,
106,530 m3 ( 2.0 % )

クロマツ(Pinus Thunbergii ) ,
1,868,743 m3( 35.5 %)

その他 ( 広葉樹 ) ,　
996,398 m3 ( 18.9 %) 

カラマツ (Larix kaempferi ) , 
218 m3 ( 0.004 %)

出典「森林資源資料」島根県隠岐支庁 (2006) 
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里山管理・未利用材の利活用は急務な課題

○ 相分離系変換システム※の導
入
○ 木材チップ利活用事業の推進
○ 粉炭製造事業推進
○ 海草等の海洋バイオマス利用

◎ 林業の振興
◎ 地域雇用の創出
◎ 定住環境の確保
◎ 交流人口の拡大
（エコツアー等の観光産業振

興）

日本

参考・出典：「島根県隠岐支庁ヒアリング結果」,「隠岐島木材業製材業共同組合ヒアリング調査」
「素材生産者ヒアリング調査」（平成１９年度データ）,「廃棄物処理場ヒアリング調査」（平成１９年度デー

参考・出典：「隠岐の島町木質バイオマス重点ビジョン」（平成１９年度/隠岐の島）

参考・出典：「隠岐の島町木質バイオマス重点ビジョン」（平成１９年度/隠岐の島）

隠岐の島町の主要な森林資源はスギ・クロマツ

隠岐の島町役場定住対策課

里 山
化学工場

相分離変換

（リグノフェノール、

メタン、エタノール）

林業

木質バイオマス研究 廃校

◎木質バイオマスの利活用
（切捨間伐・林地残材・小径木・松くい虫被害木）

◎林業振興
・ 木材生産団地化
・ 森林施業プラン
・ 高性能林業機械

利用

未利用資源を活用する施設群

利用

チップ工場海洋バイオマス工場

◎投資的還元
・ 里山保全
・ 森林育成
・ 植林活動
・ 林業育成

里 海

◎海洋バイオマスの利活用
（海藻・ 漂着海藻・雑魚）

漁業

◎里海再生・保全
・ 自主的な藻場手入れ
・ 水産資源の増加
・ 漁場の整備・管理

○土砂流出・流木流出抑制
・里山が良くなることで
里海も良くなる

中型トラックの
荷台敷き板　等

ＣＨ4

未利用資源

の製品化

未利用資源

の製品化

利益
利益

地球温暖化防止効果
エネルギー転換等による
CO2の削減効果

◎定住環境の確保
◎定住環境の確保

◎雇用の創出
◎雇用の創出

◎付帯事業による相乗効果
・ カーボンオフセットツアー
・ エネルギー観光
・ 里山をフィールドとしたエコツアー
・ 里海をフィールドとしたエコツアー

フィードバック◎投資的還元
・ 漁場育成
・ 藻場の保全
・ 海岸清掃
・ 水産振興

◎交流人口の拡大
◎交流人口の拡大

※相分離系変換システムとは？
植物系バイオマスから、リグニンを機能性素材
リグノフェノールへ誘導し、同時に炭水化物を
分離できる技術。得られたリグノフェノールは、
様々な開発が期待できる。一方、得られた
炭水化物は，エタノールやメタンの原料となる。

この技術は，植物を分子のレベルで利活用でき
るので、松くい虫被害木等の廃材も価値ある
資源・素材に変換できる。

木質ﾊﾞｲｵ

ﾏｽ発電施

設

区　　分

海藻飼料化

小型木質ﾊﾞｲｵﾏｽ発電事業

森林資源活用型ﾆｭｰﾋﾞｼﾞﾈｽ
創造対策事業

行　　政

平成21年度 平成24年度 平成25年度平成22年度 平成23年度

地方の元気再生事業

プロセスの総合的な整備（運転操作＆機器最適化）

｢緑の分権改革｣推進事業

小型木質バイオマス発電事業企業誘致

発電施設整備

事業開始

連続運転による安定生産の確認

製品品質の確認

市場調査＆商品開発研究

基準書類の整備（運転、条件、品質基準）

製造物責任基準から見た製造＆品質管理体制確立

調査・研究

実証試験

実用化

林野庁委託事業者：旭有機材工業株式会社



隠岐の島町の概要

人口 16,０５８人（H2２.１月現在） 外周 約151㎞（宍道湖の外周の約３倍）
森林面積 21,101ha 森林比率 86.8％（隠岐地域森林計画書）
（一人当たり森林面積は世界トップクラス）
林道延長 182,621m 林道密度 8.7m/ha（管内の概況書）

（全国平均 5.0m/ha   県平均 3.3ｍ/ha）



隠岐の里山・里海の課題

・ 地球温暖化の進行 ・ 生態系の崩壊 ・ 災害の増加（土砂災害、水害、流木）

・ 従業者の高齢化 ・ 後継者の不足 ・ 一次産業の低迷

未利用資源の処理

（里山：切捨間伐、林地残材、小径木)

（里海：漂着海藻、水産加工残さ）

里山の課題

共通の課題
社会情勢の問題

・ 里山の管理放棄 ・ 漁場環境の悪化

・ 磯焼けの進行

・ 魚介類の減少

・ 未利用資源（藻場、残渣）の処理

里海の課題

・ 漂着ゴミ（海藻）の処理

・ 切捨間伐の実施

・ 土砂災害の頻発

・ 流木の流出

・ マツクイムシ被害の拡大

・ 隠岐固有種の減少



４．緑のコンビナート（隠岐の島町「エコ島構想」）

木質ﾊﾞｲｵﾏｽ発電所



１．隠岐の島町バイオマスタウン構想図（地産地消型エネルギーによる循環型社会の構築）



秋
まばら状に刈り取る

初冬
有用種の生育

アワビ・サザエの成育
魚の生息

春
多年生（アラメ等）
３～４才のアラメ等
をかり取る
（アラメ、ワカメ、
アカモク、ホンダ
ワラが育つ）

養殖・増殖
未利用な砂地（水深１５～１６cm）
石を入れる（ロープでも可能）

海の林
ノコギリモクが多い
（食用にならない）
（6,000ｔ）

メタンガス、バイオエタノール精製、肥料化

刈り取る
（食用にならない）

食用にならない未利用部分
（約３割）

海岸部での漂着海藻
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（約３割）

海岸部での漂着海藻

里海的管理の考え方

アカモクの養殖栽培技術は島内の研究所で確立
されている。６ヶ月で２０ｍ成長する。（１／３は未
利用資源となる）

※アカモクは生命力の強い海藻で、ミネラル・食物繊
維・カ ルシウムが多く、近年は、健康食品 ダイエット
食品と して注目されています。

飼料化 試験中



未利用海藻の資料化の流れ

海藻粉末

混合資料
配合飼料

日立造船・東北大・島根大
で実証調査


